
令和６年度第１回総合教育会議 
 

日 時：令和６年７月30日(火)16時00分～ 

場 所：札内コミュニティプラザ集会室 

 

１ 開会挨拶 

 

 

 

２ 協議事項 

⑴ 義務教育学校「まくべつ学園」増改修案について 

 

 

 

 

 

⑵ アイヌ文化拠点施設常設展示基本計画について 

 

 

 

 

 

３ その他 

 

 

 

４ 閉 会 

 

 

 

【配布資料】 

資料１－１ 義務教育学校「まくべつ学園」に係る地域説明会時の配布資料 

資料１－２ 校舎の増改修案について（１階平面図） 

資料１－３ 校舎の増改修案について（２階平面図） 

資料１－４ 義務教育学校「まくべつ学園」に係る地域説明会（参考資料） 

資料２－１ アイヌ文化拠点施設 常設展示基本計画について 

資料２－２ 幕別町アイヌ文化拠点空間整備 展示基本計画 

資料２－３ 幕別町アイヌ文化拠点空間整備 展示基本計画 展示ゾーニング図 



義務教育学校「まくべつ学園」
に関する地域説明会

日時：令和６年７月２４日（水） 18：30～

場所：町民会館 大集会室

令和６年７月30日
第１回総合教育会議

資料１-１
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１ 義務教育学校について
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１ 義務教育学校とは

平成28年４月に、改正学校教育法が施行され、これまでの小学校、中学校に加え、「義務教育学校」が
新たな学校種として位置付けられました。

➢義務教育学校は、小学校課程から中学校課程までの義務教育（９年間）を一貫して行う一つの学校です。

小学校・中学校との違いは・・・

小中一貫教育
小・中学校段階の教員が目指す子ども像を共有し９年間を通じた教育課程を編成し、
系統的な教育を目指す教育

義務教育学校
新たな学校種（一つの学校）

➢ 一人の校長、一つの教職員組織

小中一貫型小学校・中学校
組織上独立した小学校及び中学校が一貫した

教育を施す形態
➢ それぞれの学校に校長、教職員組織
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小学校 中学校義務教育学校

修業年限：９年
（前期課程６年＋後期課程３年）

例：併設型小学校・中学校の場合
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全ての教職員が全ての児童生徒に
責任を持って向き合うことができます。

２ 義務教育学校へ移行した場合の教職員のイメージ図
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統

合

※「教諭等」には、教諭、養護教諭、栄養教諭、事務職員が含まれます。
※校長の配置は一人となりますが、副校長・教頭や主幹教諭の配置は、
今後決まっていきます。



【参考】 表－２ 義務教育学校と小中一貫型小学校・中学校の違い

管内数 市町村数 学校数

義務教育学校
９
(９)

22
(21)

28
(25)

※うち十勝
１
(１)

２
(２)

（帯広、新得）

２
(２)

（大空、富村牛）

小中一貫型小・中学校
12
(12)

28
(27)

52
(中52校、小74校)

(51)
（中51校、小73校）

※うち十勝
１
(１)

２
(２)

（幕別、陸別）

６
(６)

（中６校、小10校）

【参考】 表－１ 令和６年５月現在の北海道の小中一貫教育の設置・導入状況

※下段の（ ）は令和５年５月現在

幕別町教育委員会 5

中学校併設型 中学校連携型小学校

小学校併設型 小学校連携型中学校

- 同一の設置者 異なる設置者

９年

（前期課程６年+後期課程３年）

１人の校長、１つの教職
員組織

小学校と中学校に教育を
一貫して施すためにふさ
わしい運営の仕組みを整
えることが要件

中学校併設型小学校と
小学校併設型中学校を
参考に、適切な運営体制
を整備すること

原則小学校・中学校の両
免許状を併有
※当面の間、小学校免許
状で前期課程、中学校免
許状で後期課程の指導
が可能

一貫教育に必要な
独自教科の設定

○ ○ ○

指導内容の入替
え・移行

○ ○ ×

前期課程は小学校設置
基準、後期課程は中学校
設置基準を準用

市町村の条例

小中一貫型小学校・中学校

義務教育学校

それぞれの学校に校長、教職員組織

免許

組織・運営

修業年限

設置者

小学校６年、中学校３年

所有する学校の免許状を保有していること

教
育
課
程

の
特
例

施設形態

設置基準

設置手続き

施設一体型・施設隣接型・施設分離型

小学校には小学校設置基準、中学校には中学校設
置基準を適用

市町村教育委員会の規則等



２ 学校名の決定について
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義務教育学校の学校名が決定しました

学校名を決定した流れ

令和５年度 第３回開校準備委員会（令和６年２月26日開催）で、３つの学校名（案）を選定
(1) まくべつ学園 (2) まくべつ学園義務教育学校 (3) まくべつ学園小中学校

幕別小学校と幕別中学校の全ての児童生徒にアンケート調査を実施
【アンケート調査の集計結果】
(1) まくべつ学園 150名（65.5％）
(2) まくべつ学園義務教育学校 38名（16.6％）
(3) まくべつ学園小中学校 41名（17.9％）

令和６年度 第１回開校準備委員会（令和６年５月７日開催）で学校名（案）を「まくべつ学園」とすること
に決定

令和６年第２回町議会定例会で、「幕別町立学校設置条例」の一部を改正する条例案を提案し、令和６年６月
20日に議会で承認 ⇒ 正式に学校名を「まくべつ学園」とすることに決定

幕別町立まくべつ学園

選定

アンケート
調査

決定

条例改正
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３ 校舎の増改修について
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＜校舎の増築の考え方＞
① 義務教育学校において不足が見込まれる普通教室数の確保

・普通教室必要数は、通常学級は９学級（小１～中３）、特別支援学級は13学級が必要です。
※令和６年度の特別支援学級数は13学級（小知的２、小情緒３、小言語１、小病弱１、中知的１、中情緒２、
中言語１、中肢体１、中病弱１）で、今後も大きな変化はない。

② １階の中央部分に職員室を配置

・義務教育学校のメリットの一つである「教職員が一つの組織」になることは、小学校文化と中学校文化を融
合した新しい義務教育学校文化を全員で作ることです。また、従来の小学校と中学校では、一緒になって話し
合うことが少なかった教職員同士が、日常的にお互いに対する疑問や子どもの情報の共有、指導の考え方を率
直にぶつけ合い、互いの良さを理解し合うことが大切であり、教職員の指導面で非常に有効であるため、一つ
の部屋で見渡しの良い職員室が必要です。また、児童生徒の登下校の様子確認や来客対応、防犯上の観点から
も１階の中央部分に職員室を配置すべきと考えます。

③ １階と２階からスムーズに移動できる通路（動線）の確保

・低学年のうちから「特別教室棟」への移動機会が増えることから、新たに１階と２階からスムーズに移動で
きる通路（動線）の確保が必要と考えます。

④ 駐車場に近い位置に新たに児童生徒玄関を配置

・新たな義務教育学校として、１年生から９年生までの児童生徒を迎え入れる児童生徒玄関を新設します。

幕別中学校を活用した義務教育学校の増改修案について
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＜既存校舎の改修の考え方＞

① 普通教室の配置
・義務教育学校では、教育課程区分を「前期課程６年、後期課程３年」以外にできる特例があり、帯広市の大
空学園義務教育学校でもメリットが出ていると言われる、「初等部４年、中等部３年、高等部２年」を検討し
ており、１階に初等部（１～４年）の４通常学級を確保することが望ましいと考えます。

② 多目的教室（フリースペース）の確保
・これまでも、小中学校において多目的教室を「習熟度別授業」などに活用してきたところでありますが、今
後はさらに、新たな学びの場のスタイルを子ども達が考えながら作っていく中で、ゆとりのある使いやすいス
ペースが必要と考えていることからも、これまで以上に多目的教室（フリースペース）が必要と考えます。

③ 異学年交流スペースの設置
・２階に多目的スペースの一部と一体的に活用できるオープンスペース（図書コーナー）を設置することで、
異学年が集まる交流スペースとします。

④ その他の改修
・屋外トイレを管理上の問題から廃止することとし、１階東トイレを屋外用トイレとします。また、既存の普
通教室棟のトイレも清潔感のあるトイレに改修します。
・保健室のスペースを広く確保することで、ゆとりのある使いやすい空間とします。
・老朽化に伴い、屋上の全面的な防水改修やボイラー更新などを実施します。また、太陽光発電設備の設置や
LED照明の設置についても検討します。
・小学生用の楽器等を搬入するため、パソコン室を第２音楽室として改修します。
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既存校舎
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既存校舎
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義務教育学校「まくべつ学園」
に関する地域説明会

【参考資料】
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第１回総合教育会議

資料１－４



１ これまでの議論について
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１ はじめに
幕別小学校と幕別中学校は、令和元年度から「まくべつ学園」として、９年間の一貫した系統的な教育課程を編成し、中学校教員の

小学校への乗入授業、小学生の中学校登校など、小中一貫教育に積極的に取り組んできました。
一方で、幕別町教育委員会では、令和２年11月に「幕別町学校施設の長寿命化計画」を策定し、築約20年（または長寿命化改修から

約20年）を迎えた建物について予防保全的な改修工事を行い、築約40年で長寿命化改修工事を行うことで、建物を約80年間使用できる
ように改修を行っていく方針を示し、学校の長寿命化改修事業に着手していますが、次期対象施設として検討してきた幕別小学校校舎
については、「まくべつ学園」の今後の小中一貫教育の進め方が大きく関わっています。

このことから、令和４年７月に「幕別小学校と幕別中学校の今後の小中一貫教育の進め方について」を策定し、幕別小学校と幕別中
学校の今後の小中一貫教育を推進するに当たり、次の３通りから、「まくべつ学園」のあり方と施設整備の方向性を検討してまいりま
した。
(1) 幕別小学校と幕別中学校を使用した「施設分離型」の「小中一貫型小学校・中学校」
(2) 幕別小学校あるいは幕別中学校を活用した「施設一体型」の「小中一貫型小学校・中学校」
(3) 幕別小学校あるいは幕別中学校を活用した「義務教育学校」

この間、保護者に対しましては、令和４年11月と12月に、幕別小学校と幕別中学校それぞれで保護者懇談会、令和５年２月には、ま
くべつ学園講演会（大空学園義務教育学校の取組から見る小中一貫教育）を開催し、５月には、小・中学校全ての保護者を対象に、
「まくべつ学園」のあり方と施設整備の方向性の検討内容について、保護者の考えや浸透度合いを把握するため、アンケート調査を実
施したところであります。
また、令和５年１月から毎月、小・中学校で発出する「学校だより」で、検討している内容などの説明のほか、小中一貫教育、大空

学園義務教育学校での取組やメリットなど、シリーズ化しながらお伝えしてまいりました。
また、９月には「地域説明会」を開催し、「幕別中学校を活用した義務教育学校（案）」を示し、特に反対意見もなく、理解を得た

ものと考えましたことから、その後「パブリックコメント」の実施を経て、11月28日に「幕別中学校を活用した義務教育学校の設置に
係る方針」を決定したところであります。
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※「まくべつ学園」とは、令和元年度に設置し、幕別本町地区の幕別小学校と幕別中学校で構成する「施設分離型」の「小中一貫型小学校・中学校」をいいます。



２ 「幕別中学校を活用した義務教育学校の設置に係る方針」の決定理由について
(1) これまでの「まくべつ学園」の小中一貫教育の取組について

「まくべつ学園」では、９年間の一貫した教育課程の編成を実施し、中学校教員の小学校への乗入授業、小学生の中学校登校の
ほか、小学校と中学校が連携した児童生徒会活動を通じて、様々な活動を行うなど、小中一貫教育に積極的に取り組み、多くの成
果を挙げており、更なる推進が必要と考えます。

(2) 今後の小中一貫教育の進め方に関する保護者アンケート調査の結果について
幕別小学校と幕別中学校の全ての保護者を対象に、「まくべつ学園」のあり方と施設整備の方向性の検討内容についてアンケー

ト調査を実施したところですが、今後の方向性については、以下のとおり「義務教育学校」が最も高い回答率となりました。

(3) 義務教育学校で考えられるメリットについて
義務教育学校では、教育課程区分を「前期課程６年-後期課程３年」以外にする特例があり、９年間の中で独自の区分を設けて

子ども達の発達段階に応じて、柔軟で効果的な教育課程を組み指導を行うことが可能となります。
また、一つの「学校組織」であることから、１名の校長のリーダーシップのもと、９年間を見通した教育目標を掲げ、児童生徒

の指導に当たり、より多くの教職員が関わることが可能となり、児童生徒の資質や能力を伸ばすことが期待できることや、９年間
継続して、教員間で児童生徒の情報を共有しやすく、児童生徒の個性に応じたきめ細かで丁寧な生徒指導が可能となります。
さらに、義務教育学校における１年生から９年生までの児童生徒が学校行事などを通じた異学年交流による精神的な発達や社会

性の育成の効果が期待されております。
その他、「９年間の人間関係の固定化」や「小学校６年生の最高学年の自覚や達成感の低減」などのデメリットも考えられてい

ますが、具体的な運営方法によって軽減できると考えます。

「まくべつ学園」のあり方と施設整備の方向性 回答数 回答率

１ 幕別小学校と幕別中学校を使用した「施設分離型」の「小中一貫型小学校・中学校」 46件 28.9％

２ 幕別小学校あるいは幕別中学校を活用した「施設一体型」の「小中一貫型小学校・中学校」 52件 32.7％

３ 幕別小学校あるいは幕別中学校を活用した「義務教育学校」 56件 35.2％

合計 154件 96.8％

※アンケート調査の回答数159件（全家庭数191件、回答率83.3％）
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(4) 幕別小学校と幕別中学校の学校施設の状況について
「幕別町学校施設の長寿命化計画」に基づき、築約20年（または長寿命化改修から約20年）を迎えた建物について予防保全的な

改修工事を行い、築約40年で長寿命化改修工事を行うことで、建物を約80年間使用できるように改修を行っていく方針を示し、学
校の長寿命化改修事業に着手していますが、両校の学校施設の建築年数や劣化度調査などの結果を踏まえ、「幕別中学校を活用」
することで進めてまいりたいと考えます。

(5) 「幕別中学校を活用した義務教育学校（案）」に関する地域説明会について
９月26日に開催した「地域説明会」では、保護者や地域住民、教職員が60名参加し、今後の「まくべつ学園」のあり方として、

上記の(1)から(4)までの説明を踏まえ、「幕別中学校を活用した義務教育学校（案）」の方向性を示したところですが、反対する
意見はなく、理解を得たものと考えます。

以上のことから、「幕別中学校を活用した義務教育学校の設置に係る方針」を
決定することとしました。
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２ 幕別小学校及び幕別中学校
の歴史と児童生徒数の推移、学
校施設の状況について

幕別町教育委員会 6
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１ 幕別小学校及び幕別中学校の歴史について

(1) 幕別小学校
幕別小学校は、普通教室18、特別教室７、特殊学級教室１など延べ4,416㎡の鉄筋コンクリート造２階建ての校舎を２カ年で建設、

昭和53年４月に新設開校し、鉄骨造981㎡の屋内運動場は開校後の昭和53年12月に完成、昭和62年４月に新和小学校、平成８年４月に
相川小学校が統合し、平成22年度には、校舎及び屋内運動場の耐震補強工事を実施し、現在は指定避難所にもなっています。
「未来に生きる高い知性と豊かな心情と強い意志をつちかい主体的に行動できる心身ともに健康な子どもを育てる」を教育目標と

して掲げ、「子どもを真ん中にした学校づくり」を合言葉に、児童会活動や行事に向けた実行委員会の取組に、学びの中で身に付け
た「話し合う力」を生かせるような教育活動のほか、教科担任制の実施など、特色ある教育活動を積極的に進めています。

(2) 幕別中学校
幕別中学校は、昭和63年に鉄筋コンクリート造1,243㎡の屋内運動場の全面的改築を行い同年12月に完成、平成４年には、鉄筋コン

クリート造２階建、4,508㎡の新校舎は普通教室12、特別教室11を南側と北側に配置し、２階部分は廊下で結び、平成５年３月10日に
プレハブの仮設校舎から現幕別中学校校舎に引っ越しが行われ、現在は指定避難所にもなっています。
「美しく たくましく」を校訓として掲げ、行事における異学年集団の「縦割り活動」、学力向上プランや年間・単元シラバスを

活用した授業改善、習熟度別少人数指導やＴＴ等の活用、長期休業中の学習教室の実施などの組織的な取組を行っています。



２ 児童生徒数の推移及び将来の見通し

「幕別町人口ビジョン」における将来の人口の推計結果では、2045（令和27）年には、総人口が２割減少し、2060（令和42）年には
20,000人を下回る見込みであり、幕別本町地区においても、出生数の減少及び少子高齢化などにより、地区全体では将来的に児童生
徒数が減少する見通しとなっています。

(1) 幕別小学校
幕別小学校では、昭和53
年度の新設開校以降、昭
和56年度に児童数794人、
学級数は22学級でピーク
を迎え、令和６年５月１
日現在の児童数は160人、
通常学級６学級、特別支
援学級７学級となってい
ます。
今後は、令和27年度ま

でに児童数は緩やかな減
少傾向（21年間で約
17.5％減）にあり、学級
数は通常学級の６学級は
変わらず、特別支援学級
は７～６学級で推移する
ことが予想されます。

通常学級
特別支援
学級

合
計学年 １ ２ ３ ４ ５ ６

児童
数

27

(6)

28

(8)

28

(8)

26

(2)

29

(6)

22

(4)

（知的）10
（情緒）20
（言語）2
（病弱）2
合計 34

160

学級
数

1 1 1 1 1 1

（知的）2
（情緒） 3
（言語） 1
（病弱） 1
合計 7

13

表－２ 令和６年５月１日現在の児童生徒数及び学級数
〇幕別小学校 （単位：人、学級）

図－１ 幕別小学校の児童数・学級数の推移と将来の見通し
（R6.5.1現在）
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22年

度

令和

27年

度

児童数 711 794 160 148 127 135 132 132

通常学級数 18 20 6 6 6 6 6 6

特別支援学級数 1 2 7 7 6 6 6 6
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※通常学級の児童数の（ ）は特別支援学級の児童数 ※Ｒ６年度以前は実績数。
※Ｒ７年度以降は「第２期幕別町子ども・子育て支援事業計画」の「人
口の推計」と「幕別町人口ビジョン」から５年ごとの幕別市街地人口
の各年齢の人口から算出。

※「特別支援学級数」のＲ７年度の第１学年以降の対象者は近年の状
況から推計。
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(2) 幕別中学校
幕別中学校では、昭和

38年度に生徒数778人、
学級数は20学級でピーク
を迎え、令和６年５月１
日現在の生徒数は83人、
通常学級３学級、特別支
援学級６学級となってい
ます。
今後は、令和27年度ま

でに生徒数は緩やかな減
少傾向（21年間で約
18.1％減）にあり、学級
数は通常学級の３学級は
変わらず、特別支援学級
は６～４学級で推移する
ことが予想されます。

通常学級

特別支援
学級

合計

学年 １ ２ ３

生徒
数

31

(6)

28

(5)

24

(4)

（知的）2
(情緒)10
(肢体) 1
(言語) 1
(病弱) 1
合計15

83

学級
数

1 1 1

（知的）1
(情緒) 2
(肢体) 1
(言語) 1
(病弱) 1
合計6

9

表－２ 令和６年５月１日現在の児童生徒数及び学級数
〇幕別中学校 （単位：人、学級）

※通常学級の児童数の（ ）は特別支援学級の生徒数

昭和

22年

度

昭和

38年

度

令和６

年度

令和７

年度

令和

12年

度

令和

17年

度

令和

22年

度

令和

27年

度

生徒数 340 778 83 80 73 64 68 68

通常学級数 7 18 3 3 3 3 3 3

特別支援学級数 1 2 6 6 5 4 4 4

0
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図－２ 幕別中学校の生徒数・学級数の推移と将来の見通し
（R6.5.1現在）

生徒数（人） 学級数

※Ｒ６年度以前は実績数。幕別小学校と同様に算出。
※「特別支援学級数」は幕別小学校から対象者がそのまま移行することで

推計。

(３) 通学区域の状況
通学区域は、幕別町立小、中学校通学区域規則（昭和55年教育委員会規則第３号）において定められ、幕別小学校と幕別中学校

の通学区域（本町１・２・３、幸町、旭町１・２・４、錦町１・２、寿町１・２・３、宝町、新町、南町１・２、緑町１・２・
３・４、相川・東・西・南・北、大豊、豊岡１・２、明野南・北、新川、軍岡、猿別、西猿別、新和）は一致しており、スクール
バスを５路線（６台）で運行しています。
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施設名

建
物
用
途

階
数

延床
面積
(㎡)

建
築
年
度

劣化状況評価

屋
根
・
屋
上

外
壁

内
部
仕
上

電
気
設
備

機械
設備

健全度
（100点

満点）

幕別小学校

校

舎
２ 4,416 S52 Ｄ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ 37

屋

体
１ 981 S53 Ａ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ 45

幕別中学校

校

舎
２ 4,508 H５ Ｄ Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ 59

屋

体
１ 1,243 S63 Ｂ Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ 65

施設名
建物
用途

対応方針

第１期 第２期 第３期 第４期

概ね10年以内に長

寿命化改修

概ね20年以内に長

寿命化改修

概ね30年以内に長寿

命化改修

概ね40年以内に長寿

命化改修

Ｒ３～12 Ｒ13～22 Ｒ23～32 Ｒ33～42

幕別小学校
校舎 長寿命化改修 長寿命化(予防)

屋体 長寿命化改修 長寿命化(予防)

幕別中学校
校舎 長寿命化(予防) 長寿命化改修

屋体 長寿命化改修

(4) 学校施設の状況

① 幕別小学校
「幕別町学校施設の長寿命化計画」において、幕別小学校校舎の劣化状況評価の健全度は、札内南小学校及び札内北小学校校舎と

ともに37点で最も低く、第１期に長寿命化工事を実施する計画となっており、建築年数や劣化度調査などの結果を踏まえ、令和４
年度から２カ年で実施する札内南小学校の長寿命化改修工事の次期対象施設と検討してきたところであり、屋内運動場は、健全度
が45点で他の学校施設と比較しても低い点数となっており、第１期で長寿命化工事を実施する計画になっています。

② 幕別中学校
幕別中学校校舎は、健全度が59点で、第１期に予防保全的な改修工事を実施し、第３期に長寿命化工事を実施する計画となって

おり、屋内運動場は、健全度が65点で、第３期に長寿命化工事を実施する計画となっています。

表－４ 幕別町長寿命化計画における学校施設劣化度評価結果（抜粋） 表－５ 幕別町長寿命化計画における長寿命化の実施計画（抜粋）

※「Ａ」：概ね良好、「Ｂ」：部分的に劣化
「Ｃ」：広範囲に劣化、「Ｄ」：早急に対応する必要がある

※「予防保全的な改修工事」：経年による機能や性能の劣化状況を現状回復するための工事
※「長寿命化改修工事」：構造躯体（建物の構造を支える骨組みにあたる部分）の耐久性を
高めて、物理的な耐用年数近くまで建物を使用するための工事
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「アイヌ文化拠点施設 常設展示基本計画について」 

 

１ 常設展示に係るこれまでの経過 

 ⑴ 第１回常設展示シナリオ会議（Ｒ４年10月13日） 

  ① 出席者  ６名 

   ・ 幕別アイヌ協会 会長、会長代行 

   ・ マクンベツアイヌ文化伝承保存会 会員 

   ・ 幕別町教育委員会 主幹、主査、学芸員 

  ② 内 容  

   ・ 複製品の製作と担当者の決定、スケジュールの確認 

 

 ⑵ 第２回常設展示シナリオ会議（11月28日） 

  ① 出席者  ９名 

   ・ 幕別アイヌ協会 会長、会長代行、副会長 

   ・ 北海道アイヌ協会 常務理事 

   ・ 幕別町保健福祉部 部長、福祉課長 

   ・ 幕別町教育委員会 主幹、主査、学芸員 

  ② 内 容  

   ・ 伝承室のあり方、展示に係る衣服・民具資料の複製について 

 

 ⑶ 第３回常設展示シナリオ会議（Ｒ５年１月25日） 

  ① 出席者  10名 

   ・ 幕別アイヌ協会 会長、会長代行 

   ・ マクンベツアイヌ文化伝承保存会 会長、会員３名 

   ・ 幕別町教育委員会 課長、主幹、主査、学芸員 

  ② 内 容   

   ・ 常設展示の内容について（現代のアイヌ文化） 

 

 ⑷ 常設展示に関する打合せ会議（11月27日） 

  ① 出席者   

   ・ 幕別アイヌ協会 会長 

   ・ 北海道アイヌ協会 常務理事 

   ・ 阿寒アイヌコンサルン 理事長 

   ・ 国立アイヌ民族博物館 調査官 

   ・ 北海道博物館 学芸副館長 

   ・ 丹青社 担当者２名 

   ・ 幕別町教育委員会 課長、主査、学芸員 

  ② 内 容   

   ・ 展示基本方針、常設展示室の展示テーマと展開構成について 

 

 ⑸ 「幕別町アイヌ文化拠点空間整備展示基本計画」策定（Ｒ６年３月） 

令和６年７月 30 日 

第１回総合教育会議 

資料２－１ 



幕別町アイヌ文化拠点空間整備 展示基本計画策定業務 展示展開構成

■展示テーマと展開構成（案）

ようこそ
幕別アイヌの世界へ

身近に存在するアイヌの文化
１ ２ ３

チロットライブラリー

幕別に受け継がれてきたアイ
ヌ民族の歴史・伝統文化をは
じめ、伝承活動などについて
紹介する

アイヌ民族の歴史 アイヌ民族の伝統文化
４

５

アイヌが古くから十勝地方に
暮らしてきたことを地名から
導入し、先住民族とは何か、
現代のアイヌ民族は、日本の
ほかの人々と同じ地域の中で
暮らしていることを展示する

アイヌの伝統文化をわかりや
すく、そしてアイヌ協会、保
存会などがそれぞれを継承し
ていることを紹介する６つの
キーワードを設定し、資料と
解説、映像等を合わせて展示、
関連プログラムを展開する

アイヌ民族の文化に関する情
報の提供。幕別町蝦夷文化考
古館で展開されてきたライブ
ラリー閲覧機能に加え、体験
学習機能や各地のイベント情
報を展開する

１．幕別町の地形と地名

２．アイヌ文化の地域差

３．幕別の生き物とアイヌ文化

４．アイヌ民族の現在

・「北海道島」の創世神話
・十勝の地形と地名
・ポロシリ岳（十勝幌尻岳）
・十勝川など

・十勝川をはじめとする河川に
育まれた十勝アイヌの文化

・写真やイラストなどを多用した
大型年表

・カシワ（町の木）、シマフクロ
ウ、ハクチョウ（町の鳥）とチ
ロット、クマゲラ（パークゴル
フキャラクター ）など

１．（背景）北海道の時代年表とアイヌ文化

２．古代～近代初期のアイヌ民族

３．近現代のアイヌ民族

５．文化を繋いだ先人達

・縄文・続縄文・擦文の時代
・中世のアイヌ民族
・近世のアイヌ民族

幕別町のアイヌ民族

歴史を振り返る①

アイヌ民族は、北海道をはじめ、サハリン（樺太）、千島列島、本州東北部に暮らし、独自の文化を築いてきた。
現在の法律でも「日本列島北部周辺、とりわけ北海道の先住民族」とされている。
伝統的には狩りや漁、植物採集、それに交易を中心とした生活を営んできたアイヌ民族。
十勝では十勝川をはじめとする河川に沿って各地にアイヌの人たちの生活の中心となるコタン（集落）が形成され、
幕別でも十勝川や旧途別川沿いなどにコタンが点在した。

明治以降、多くの移民が入り、しだいに日本の社会に組み込まれていく過程で伝統的な文化や独自の言葉などが深
刻な打撃を受け、差別などもあり、これらの継承が困難となる。しかし、現在、多くの人たちの手により、民族と
しての伝統と誇りを受け継ぎ、文化を未来に伝承する様々な取り組みが行われている。

幕別町アイヌ文化拠点常設展示室はアイヌ民族の歴史、伝統文化、伝承への取り組みをテーマに、アイヌ民族の文
化を「未来へと繋ぐ心」を育む展示を計画する。

歴史を振り返る②

・近代国家の成立とアイヌ民族（1870-80）
・近代国家の成立とアイヌ民族（1880-90）
・アイヌ民族の言論や活動
・太平洋戦争と戦時体制
・終戦とアイヌ民族

１．アイヌ民族の世界観

２．祈る（幕別での具体的な儀礼）

５．住まい

３．手仕事

・先祖供養・カムイエロキでの儀式

・手工芸品・アットゥシ作成活動・ガマの茎葉採集

４．食べる
・山猟・漁撈・オオウバユリ鱗茎採集
・ヒシの実、植物採集・料理メニュー

・明治初期の住居参考の展示・伝承室、復元チセ関連展示

６．歌と踊り

・ムックㇼ・トンコリ・サロルンリムセ・楽器体験

４．伝統文化の保存・継承

１．幕別アイヌの世界へ

アイヌ民族の歴史を通史的に
記述し、本州とは歴史の流れ
が違うこと「アイヌ文化」は
縄文-続縄文-擦文時代の文化
を母体に独自の文化を育んで
きたこと、文化が失われよう
とする厳しい時代を生き、現
在に至ることを展示する
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